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齲蝕の初期においては、エナメル質に白斑（ホワイトスポット）といわれる表層下脱灰病変を生じる。この
ような歯の表層下脱灰病変に対して、フッ化物は、カルシウムとリンの結晶化、すなわち再石灰化を促進する
ことにより、齲蝕の進行を防止し、ホワイトスポットを消失させうることが知られている。フッ化物の齲蝕 
予防効果は、フッ化物の濃度依存的であるといわれているが、フッ化物の安全性や、薬機法などの観点から、
汎用歯磨剤に配合可能なフッ化物濃度は限定的である。そこで、本研究では、歯磨剤の基剤として用いられる
糖アルコールに着目し、糖アルコールがハイドロキシアパタイトへのフッ化物付着に与える影響について検討 
を行った。 
フッ化物を含む糖アルコール水溶液にハイドロキシアパタイトペレットを浸漬処理したところ、フッ化物 
単独処理と比較して、ハイドロキシアパタイトペレットへのフッ化物付着の促進効果を有することが 
わかった。そこで、ハイドロキシアパタイトペレット上に形成された粒子の観察を行ったところ、フッ化物を
含む糖アルコール処理によって形成された粒子の形状および内部状態がフッ化物単独処理で形成された粒子
とは異なっていた。また、元素分析により、粒子内部からカルシウムとフッ素が検出されたことから、粒子は
フッ化カルシウムであると考えられた。よって、粒子形態観察および分析から、フッ化物を含む糖アルコール
処理で形成したフッ化カルシウム様物質は、口腔内の pH 変化に応答してフッ化物の供給源となり、再石灰化
に寄与する可能性が示唆された。また、この実験系ではフッ化カルシウムの構成要素であるフッ化物源は添加
しているが、もう一方のカルシウム源については添加していない。さらに、フッ化物を含む糖アルコール 
水溶液およびフッ化物単独の水溶液の pHはいずれも中性であり、糖アルコールとフッ化物の含有は、水の pH
を大きく変動させない。それにも関わらず、フッ化カルシウム様の形成が見られたことから、フッ化物と 
糖アルコールの併用処理によってハイドロキシアパタイトが溶解されたことでカルシウムが放出され、その 
結果フッ化カルシウムが形成された可能性が考えられた。そこで、ハイドロキシアパタイトおよびフッ素含有
アパタイト紛体によるエナメルのモデル材料を用いて、糖アルコールのアパタイトに対する溶解性に関する 
検討を行ったところ、糖アルコールがアパタイト表面を溶解させることが確認された。 
以上のことから、歯磨剤に配合されている糖アルコールを用いることで、フッ化物の配合濃度を高めること
なく、口腔内の pH 変化に応答してフッ化物を放出するようなフッ化カルシウムを効果的に歯面へ付着させる
ことが可能となり、齲蝕予防効果に優れた有効製剤化技術の開発に繋がると考えられた。 
 
 
 
